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賃貸住宅“付加価値アップ”＆  入居者サービス向上  

電力アグリゲーター（高圧電力一括受電）事業  

サービス開始（「第１号物件」完成）  
 

大東建託グループでは、かねてより準備を進めて参りました電力アグリゲーター（高圧電力一括受

電）事業のサービスを開始しましたので、下記の通りお知らせいたします。  
 

記 

 

１．導入目的                                     
本事業は、大東建託グループで建築請負・管理受託する賃貸建物の付加価値アップ＆入居者サー

ビスの向上を目的として導入しました。本事業におけるスキームを導入した物件の入居者様は、①

電気料金を一般の電気料金と比較して安価で提供できること②入退居時の生活インフラ手続き（電

気・ガス・水道など）の煩雑さ低減③当社グループ社員が検針を行うことによるセキュリティー向

上などのメリットを享受することができます。  
  

 

２．電力アグリゲーター（高圧電力一括受電）事業とは                     

一般的に、集合住宅への電力供給は、入居者が一般電気事業者（電力会社）と個別に契約し、電

力供給を受けます。（図１）。 

これに対して、本事業は、集合住宅の管理等を行う事業者が、当該住宅すべての電力需要（住戸

＋共用部）を高圧電力として一括で受電契約し、同事業者が設置した受変電設備（高圧から低圧へ

変圧）を介して、入居者に個別供給する。（図２）電気メーターの検針や料金算定・徴収等は、一

般電気事業者に代わり、当該事業者が行います。 

本スキーム導入により、一般的な電力供給と比較して全体的な支払電気料金が安価になるため、

結果として入居者の電気料金も安価に提供できる効果があります。 

 

 

図１）一般的な電力供給 

    
 

 

図２）高圧電力一括受電による電力供給 

 



  

３．特 色                                     
当該スキームは、大規模な分譲マンション等で既に行われておりますが、従来からの事業者は収

益確保の観点からも最低でも５０戸を対象としております。 

これに対し当社では、「大東建託グループで受託する管理物件の付加価値向上（＝入居者サービ

ス）を主眼とするため、１０数戸からと比較的小規模な賃貸集合住宅においても導入してまいりま

す。このような小規模な賃貸建物への導入は国内では例がなく、大東建託グループが賃貸建物の管

理業務をコア分野としていることに加えて、ＬＰガス供給事業も行っているなど、これらで培った

ノウハウ・強みを活かすことによって実現できました。 

 

 

４．導入  第１号物件の概要                                 

当該スキームを導入した第１号物件が、９月１６日に完成。概要は以下の通りで、１住戸あたり

の電気料金は、一般の電気料金よりも５％安価で提供いたします。 

  

●導入 第１号物件 

・ 建築場所 ： 広島県 東広島市 

・ 建築建物 ： ２階建てアパート／３棟－２４戸 

・ 間取り  ： １ＬＤＫ～２ＬＤＫ 

・ 電気料金 ： 一般の電気料金よりも５％安価で提供。 

            例）一般の電気料金８，０００円／月・戸の場合、△４００円割安提供。 

              年間で△５，０００円割安。 

 

 

５．今後の展開                                    
   今期、西日本地域の新築物件で５カ所程度導入。次期以降については、新築物件に加え、既存の

管理物件についても導入、全国（一部地域を除く）での展開を予定しております。８月末現在、大

東建託グループの賃貸住宅管理戸数は全国６６万戸で、このうち３割程度の物件は、当該スキーム

適応可能と想定しています。 
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